
令和７年度 古賀市立花鶴小学校 学校経営要綱 

校長 江口 裕規 

令和 7年４月１日 

 

１  経営の基盤：花鶴小学校はこれらの考え方の上に立って教育を行います   

 

２ 学校経営の基本方針：花鶴小学校はこのような経営方針で教育を進めます     

（１）安全・健康管理、危険予知 
ア  事故やけが、欠席者への対応 

⇒ ①最悪の状況を想定して、②素早く初期に、③学年で協力して対応することを基本とす

る。このことを全職員が同じ意識で対応する。 

⇒ 欠席した児童には、その日に担任が電話をし、児童の様子を把握する。 

イ いじめをはじめとする子どもたちのトラブルや悩みの早期発見、早期対応 

  ⇒ 全校児童を対象とした教育相談の実施（年２回）、毎月のいじめアンケートの実施 

   ⇒ 共有化シートをもとにしたケース会議の実施、ＳＣやＳＳＷやスクールサポーター、古

賀市子ども家庭センターとの連携 

ウ 配慮を要する児童への対応 

  ⇒  特別支援コーディネーター、児童支援担当、養護教諭を中心に担任や管理職また、心の

教室相談員やＳＣやＳＳＷやスクールサポーター、古賀市子ども家庭センターと連携し、

情報の共有と組織的対応の実施 

  ⇒  不登校・いじめ対策部会を適時開催する。 

エ 危機管理マニュアルの周知と理解 

０ 日本国憲法をはじめ法令を順守した学校づくりに努めます。 

１ 子どもたちが、安心し楽しく生活・学習ができる学校づくりに努めます。 

２ 地域・保護者から信頼される学校づくりに努めます。 

３ 子どもたちに必要な学力（生きる力）を保証する学校づくりに努めます。 

４ 個々の人権・よさ・個性を大切にする学校づくりに努めます。 

５ 校区にある自然環境・社会環境・人的環境を生かした教育づくりに努めます。 

６ 「令和の日本型学校教育」を進めていきます。 

（１）安全・健康管理、危機の予知ために、児童の小さな変化を察知する全職員での  

気配りと配慮により、家庭・地域から信頼される学校づくりに努める。 

（２）人権意識を高めること・基礎学力の保障を本校の人権教育の柱とし、そのため  

の指導と研修、環境づくりに努める。 

（３）地域に開かれた学校(ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ)として、地域の自然・社会・人的環境を生か

し、体験を取り入れた教育を行う。 



⇒  危機管理マニュアルを常時掲示するとともに、全職員へ配付する。 

オ 教職員の不祥事防止について計画的・適時的な指導 

（２）人権教育の柱 ⇒ ア 人権意識を高めること  イ 基礎学力の保障 

  ア 子どもたち一人ひとりの人権意識を高める。 

    ①  学級経営の充実･･･教師の温かい愛情をもった指導・支援を基盤とする 

（安全・安心な風土の醸成）。同時に、規律とけじめのある指導・支援も行う。 

  ② 子どもたちの問題行動に素早く愛情をもって対応する。 

③ 挨拶、もくもく掃除に、自分のめあてを明確にして取り組む。 

④ 教師と子どもたちの絆を強くする活動を行う。（クラス遊び、日記など） 

⑤ 学級活動（１）（２）（３）の充実を図る。特に、学級活動（１）話し合い活動の確実な

実施を行うことで、子どもの主体性を育む機会とする。 

⑥ 教師の人権意識・人権感覚を高める研修の推進（講師招聘研修）。 

⑦ 地域の活動（通学合宿や地域の活動、子ども会活動）に全教職員で関わる。 

イ 基礎学力の保障    

  ① 毎日の１時間１時間の授業を大切に行う。 

② 子どもがわかった・できた・楽しいと思う授業を創る。教師は子どもの状況をつかむ。 

③ チャイムで始まりチャイムで終わる。授業時間を守る。 

④ 教材研究は教師の命。最低限の教具、学習具を準備する。 

⑤ 課題（問題）、めあて、まとめなどの板書計画をたてて授業に臨む。 

⑥ 教師の専門性を生かした教科担任制、少人数学習指導、習熟度別学習など子どもの実態

に応じて取り組む。 

⑦ 対話を大切にする。ペア交流を必要に応じて学習中に取り入れる。 

  ⑧ 教師主体の授業ではなく、子どもが主語の授業づくり。教師の支援は、【児童が（目的）

～～するために、教師が○○（教師の行動・支援）する】となる。 

  ⑨ 学習の基盤であるあたりまえのこと（腰骨・足の裏をつける。返事は「ハイッ」。相手意

識をもって聴く・話す）の指導の徹底。 

（３）地域の自然・社会・人的環境を生かし、体験を取り入れた教育を行う。 

  ア 地域の環境を教育に生かす  

古賀市はコミュニティスクールを行い、地域の中の学校として、地域に開かれ、地域に信 

頼される学校づくりを推進している。また、本校は自然・社会・人的な環境に恵まれた地域

でもある。そこで、それらの豊かな環境を生かして学習を行うことは、自分の住んでいる街

を知ることにつながるとともに、学年ごとを経るごとに地域を生かした学習を進めていくこ

とで、古賀市への愛着を深めていくことができると考える。これらの意義を踏まえ、各学年

の生活科・総合的な学習の時間の学習を探求的に編成していく。 

  イ 学校評価で信頼を高める 

   ① 学校経営要綱の内容との関連を図った教職員自己評価表の作成 

     ② 教職員自己評価・福岡県教員育成指標を基にした教職員面談の実施 

     ③ 学校運営協議会（学校関係者評価委員会）の定期的開催 

     ④ 保護者に学校評価を年２回実施し、公表する。 



３ 学校の教育目標：花鶴小学校はこんな学校を目指します   

 

 

 

４ 目指す子ども像・学校像・教職員像：花鶴小学校はこのような姿を目指します  

 

 

 

 

志高く、未来を創造する子どもの育成 

～挨拶・笑顔・歌声いっぱいの花鶴っ子～ 

＜ 学校の教育目標に対する校長の見解 ＞ 

 「志高く」とは、なりたい自分を明確にした姿であると考える。そのためには、自分の

周りに当たり前に存在している自然環境・社会環境・人的環境に気づき、その環境が自分

を支えてくれていることを実感し、今度は自分が支えたいというような思いに至る過程が

必要である。そう考えることができた子どもは、「未来を創造する」姿へと高めていくも

のだと言える。 

 また、今日の社会環境は、少子高齢化をはじめ、これからますます時代は変化していく

と考えられ、次の世代はいったいどんな時代を迎えるのか、予測が難しい。子どもたちが

社会の中核となって活躍する２０５０年はどんな社会となっているのか予測が難しい。そ

んな変化の激しい時代のうねりの中にあっても、人が人として育ち、人と人が学び合える、

自分と他者がウェルビーイングであり続けるサステイナビリティ教育、そんな教育の本質

だけは変わらないと考えられる。そこで、学校という「チーム」で、子どもたちは、「認

知能力」と「非認知能力」の一体的な育成が重要と考える。 

 そこで、子どもたちが目指すべき生き方・夢・社会の在り方を明確にもち、その実現に

向かって挑戦を続けることが、大変重要であると考える。これらのことから、本校の学校

目標を「志高く、未来を創造する子どもの育成」と設定する。 

本校の子どもたちは、素直で優しい子どもたちである。そして、もっと自分を表現した

い気持ちをもった子どもたちである。しかし、コロナ禍のマスク生活を経て、体験不足か

らか、自分を表現できない子どもが見られる。表現したいのにできない、していいのだろ

うかと迷い、表現の機会を得る時にも、体験不足からどうしてよいか分からない子さえ見

られる。 

そんな子どもたちに、自信を持って自分を表現していく機会を学校教育活動全体におい

て増やしたいと考える。 

  そこで、具体的な行動としては「挨拶」「歌声」「笑顔」がいっぱいになるというキー

ワードを示し、目標となる姿を定める。 



（１）目指す子ども像 

（２）目指す学校像 

（３）目指す教職員像 

ア 気持ちのよいあいさつや美しい歌声が響き合う学校 
イ 自他のよさや伸びを認め、高め合う学校 
ウ 目標に向け、失敗を支え、小さな努力を継続する姿を支え合う学校 

やさしい子ども【自分と向き合う力】 （あいさついっぱい） 
○ 友達や地域の方など周りの人に気持ちのよいあいさつができる子ども（社交性） 
○ １０分間もくもく掃除ができる子ども（自制心） 
○ 約束やルールを守ることができ、さらにみんなが良くなることを考えて行動で
きる子ども（協調性） 

たくましい子ども【自分を高める力】 （うたごえいっぱい） 
○ 合唱を通し、自分を表現することを楽しむことができる子ども 
○ 自分の目標や夢に向かって努力を続ける子ども 
○ 元気に外遊びができる子ども 
かしこい子ども【他者とつながる力】 （えがおいっぱい） 

○ 先生や友達の話を聞き、しっかりと聴くことができる子ども 
○ 自分の考えを答えと理由を明確にして、書きまとめることができる子ども 
○ 自他の考えを比べ、似ている点・違う点を見つけ、その理由を長く話すことがで
きる子ども 

■花鶴小の教師が大切にしていく５つ：花鶴小学校の教師である喜びを原点とする 

チルドレンファースト：児童にとっての最善を考える 

フェア：誠実な姿勢で公正を貫く 

チャレンジ：成長への高い志と情熱で挑戦を続ける 

リスペクト：関わりのあるすべてを大切に思う 

【チーム花鶴小：１０の目標】 

① 「誉める達人」となり、自尊感情を高める。 

② 児童の内面を理解することに努め、児童と信頼関係を築く。 

③ 「ならぬはならぬ」と愛情を持って毅然と叱り、善悪を教える 

④ 指導計画は見通しをもって立案し、児童に効果的な教育活動を提供する。 

⑤ 凡事徹底・率先垂範を心がける 

（笑顔 挨拶 言葉づかい 時間厳守 整理整頓・美化） 

⑥ 自己の役割と責任を自覚し組織的・協働的に取り組む 

（提案されたことは確実に実施） 

⑦ チームの和を大切にする。 

⑧ 教師力向上の為に、謙虚に、自ら進んで学び続ける。（現状維持は後退） 

⑨ 生徒指導上の問題は、学年で報告・連絡・相談を徹底する。（即日対応） 

⑩ 教育公務員（社会人）として、身だしなみに気をつける。 



５ 本校の教育課題と経営課題  

（１）教育課題 

  ア 全児童の学力の向上と体力の向上（Ｒ６･12月実施標準学力調査結果) 

   ⇒ 特に、評定１児童への学力の保証及び、評定１児童を増やさない。 

 イ 非認知能力のさらなる育成 

 ウ 不登校児童(３０日以上欠席)、不登校兆候児童(１５日以上)を増やさない。 

（２）経営課題 

  ア 学級間格差を少なくするために、キャリアに応じた教職員の実践的な指導力の向上 

 〇 若手教員 ⇒ 授業力・学級経営力・生徒指導力など自分の課題に対する力の向上 

 〇 中堅教員 ⇒ 学年主任と若手教員の橋渡しを行うマネジメント能力の向上 

  〇  ベテラン教員 ⇒  若手・中堅教員への指導力の向上、組織を運営していく能力の向上 

※ 年度初めに「学校教員育成指標」に示された、各キャリアに応じた資質・能力を意識し、

本年度の自己評価表を作成する。 

※ 児童の成長を信じ、「鍛えて・ほめて、伸ばす」実践を行うことができる教師集団に 

→「働きがい」につながると考える。 

  イ 働き方改革の推進（職員の仕事・働き方への意識・月残業時間の改革） 

   ○ 学年チームや組織で課題解決にあたる 

   ○ 人材を育成しマンパワーを大きくする。 

  ○ 教科担任制・専科制の推進 

   ○ 業務のスリム化・研修の精選  

  ○ 管理職は「働きがい」のある職場となるように、職員間の信頼関係の構築に努め、教職員

のウェルビーイングの向上を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 本年度の重点目標：特に本年度、このような子どもの姿を目指します 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 本年度の重点目標に対する校長の見解 ＞ 

１ 未来を生きる子どもたちに「生きる力」を学校教育において育成するため、「認知能

力」と「非認知能力」を育成したい。そのために、児童には、「当たり前のことを当た

り前にできる子ども」の姿を３つ示している。「挨拶」「掃除」「学習」の３つである。

この３つを身に付けることができれば、子どもたちは本校の教育目標「志高く、未来を

創造する子ども」につながると考えている。 

２ 人は人とかかわり合う中で自分のよさに気づいたり、自分を成長させたりしていく。

そこで、「挨拶」は人と人がかかわり合う上で、最初に発し合う言葉であり、その言葉

でかかわりを深めていくものであると考える。挨拶ができる子どもを育てていくことは、

子どもが未来を切り開く上で非常に大切であると考える。そこで、立ち止まり・場に応

じた・相手を意識した挨拶ができる子どもを育てていきたい。 

３ 人が毎日活動し生活する上で掃除は不可欠なものである。また、掃除をしていく中で、

汚れを落とし、物を整理することで「きれいになった」「美しくなった」「活動しやす

くなった」と感じる心も、人として大変重要な作用をもつものであると考える。そこで、

「黙って・１０分間・学校中が静まりかえり、働く音だけがする」時間を感じることに、

達成感や充実感を得ることができる子どもを育成していきたい。その心を育むことで、

全校児童への「笑顔」へとつながっていくのである。 

４ 学習において、子どもたちが一番楽しい姿は、考える場面である。考えることは、目

で見ることができない。そこでまず、子どもの考えを表現する書く活動を重視する。そ

の後、書いた内容を利用して、ペアで対話的活動を行い、考えを比べさせたい。そうす

ることで、違いや似ていることが明確になる。最後に、その違いや似ている点を使って

気づいたことを述べたり、友達の話をしっかりと聞いて質問したりといった対話活動へ

と高めていくことができると考える。また、「歌声」を通して表現力の向上へもつなげ

たい。 

「当たり前のことを当たり前にできる子ども」 

 １ 気持ちのよい挨拶 ①立ち止まり ②場に応じた大きさで ③相手を意識して 

 ２ もくもく掃除 ①黙って ②１０分間 ③学校中が静まりかえるように 

 ３ 進んで学習 ①相手の話を聴き ②理由を書き ③対話をおこなう 



７ 学校経営構想図 

 

【連携…家庭と
の連携】

① 学習参観、懇談会、
運動会、個人懇談
「かづるフェスタ」、
持久走記録会の
実施
② 自分で決める家庭
学習への協力依頼
③ 保護者を対象とし
た福岡教育事務所
社会教育主事の家
庭教育に関する講話
の実施

【連携…地域と
の連携】

① 地域の自然・社
会・人的環境を教育
に生かす。（地域に
貢献する カリキュラ
ムを開発等）
② 地域行事へ参加し、
連携を深める。
③学校のFacebook
の定期的な更新によ
る情報の発信

【軽減…業務改
善（働きがい）】
① 学年相互での交換
授業を試行
② 文書の精選
○ 「学年通信」の
発行見送り

③ 行事内容の精選
④ 会議の精選
○ 校長が必要と判
断したときに学年主
任者会を主宰。定例
職員会議の廃止
⑤ 主題研修の精選
○ 主題研修と学力
向上プロジェクトの
一本化

⑥ 授業時数の精選
○ 余裕時数を０に
⑦ 週時制の見直し
○ 高学年の授業時
数を週2６時間で計
画。週４日5時間に

⑧高学年専科制（理
科・外国語）

● 重点目標達成のための方策
（１）基礎・基本の確実な定着のための指導法を充実させる。

① 校内研究「授業者の強みを生かした授業実践と共有」
② 学習基盤の指導の徹底
③ ICT利活用教育の充実
④ 交換授業の実施
・ 学級間格差の解消の一助とする。

⑤ 担外教員の効果的な活用
・ 高学年への専科的な指導（外国語・理科 高学年担任の負担軽減)
・ 不登校傾向児童・保護者への対応

⑥ 学力向上の指導・評価改善のサイクルを着実に機能させる。
⑦ 重点目標の意識化を図る校内環境等の充実

（２）学年での研修の強化 （月・水の放課後、１５：３０～１７：００）
（３）学校行事の目的の明確化

〇 行事を通して、児童にどんな力をつけるのかを意識して支援を行う。
（４）生徒指導提要にある、「児童が自己指導能力を身に付けることができる」ようにする。

〇 自己存在感の感受・共感的な人間関係育成・自己決定の場の提供・安全安心な風土の醸成
（５）児童の「非認知的能力」（自制心・忍耐力・回復力・意欲・楽観性・自信・コミュニケーション

力・共感性・協調性・社交性など）の育成。＜福岡県が育成を目指す資質・能力の具体的明示＞
・学びを調整する力（学習方略・メタ認知）
・粘り強く挑む力（自主性・自制心・勤勉性・忍耐性・持続性）
・自己有用感・自己効力感
・協働する力（共感性・協調性・貢献性）

（６）働き方改革の推進（職員の仕事・働き方への意識・月残業時間の改革）
〇 人財を学年や校務分掌にて組織的に育成し、マンパワーを大きくする。
〇 業務のスリム化・協働化の推進、研修の実施
〇 学年通信は極力減らす。
〇「働きがい」のある職場となるよう、職員間の信頼関係の構築。ウェルビーイング向上を目指す。

学校教育目標 志高く、未来を創造する子どもの育成
～挨拶・歌声・笑顔いっぱいの花鶴っ子～

本年度の重点目標 → 当たり前のこと（挨拶・掃除・学習）を当たり前にできる子どもに
１ 気持ちのよい挨拶①立ち止まり ②場に応じた大きさで ③相手を意識して
２ もくもく掃除 ①黙って ②１０分間 ③学校中が静まりかえるように
３ 進んで学習 ①相手の話を聴き ②理由を書き ③対話をおこなう

令和７年度 花鶴小学校 グランドデザイン

目指す学校像
１ 元気なあいさつや美しい歌声が響き合う学校
２ 自他のよさや伸びを認め、高め合う学校
３ 目標に向け、失敗を支え、小さな努力を継続する姿を支える学校

目指す児童像
１ やさしい子ども 【自分と向き合う力】
２ たくましい子ども【自分を高める力】
３ かしこい子ども 【他者とつながる力】

教育課題
１ 全児童の学力の向上と体力の向上
２ 非認知能力のさらなる育成
３ 不登校児童(３０日以上欠席)、不登校
兆候児童(１５日以上)を新しく増やさない。

目指す教師像

１ 明るく楽しく前向きに、児童の最善を
２ 信頼される
３ 高い志と情熱で挑戦を続ける

経営課題
１ 学級間格差を減らすために、キャリア
に応じた教職員の実践的な指導力の向上

２ 働き方改革の推進（職員の仕事・働き
方への意識・月残業時間の改革）

８ 各教科・領域で努力していく点（主な点）
〇 全国学力・学習状況調査の出題された問題を全職員で解き、今後子ども
たちがどんな力を身につければよいのかを把握し、日々の授業づくりを行う。
〇 各学習における授業においては、①めあてが明確、②具体的な活動、③表
現・交流・対話活動、④人と出会うなどの体験活動を推進する。
〇 学習ノートを重視し、学習を振り返ったり、自分の伸びやよさを振り返ったり
することができるようにする。
〇 「教師の教えたい」を「児童の学びたい」に変える。そのために、その時間
の児童の目的のために教師がどのような支援をするのかを明確し、子どもも
大人も“ワクワクする”主体的な学びに挑戦する。
〇 「自分でやると決めたことは、やり遂げる」「難しいことでも、失敗を恐れな
いで挑戦している」といった、【非認知能力】を教科等の指導においても意識
し授業づくりを行う。
〇 学級活動（１）の確実な実施。児童会活動の計画的・意図的実施を行う。
〇 音楽科（合唱指導）の充実を全校で取り組む。

９ 特別支援教育で努力していく点（主な点）
○ 日々の指導を振り返り、時には改善を図りながら、その児童にあったかか
わり方や指導の方法を見つけていく。

○ 特別支援教育Cを中心に以下のことに留意し、組織的に対応する。
ア：早期対応、早期把握、早期支援
イ：親身になって保護者とコミュニケーションを図り、相談へ対応すること
ウ：専門機関、専門員への相談、協力の依頼など

○ 個別の指導計画で長期目標・短期目標を設定し、1時間の授業を大切に
行い「授業で力をつけていく」。また、週の指導時数の半分以上を特別支援
学級において授業を行う。
○ 全職員は、特別支援教育推進の在り方、特別支援学級の経営の基本、発
達障害の子どもの状況の基本的な理解など、個々でも研修に努めると共に、
一般研修でも研修を深め、特別支援教育への理解を深める。

 


